
- 1 -

平成２７年度 よのなか教室実施計画書 Ｈ２７，７，８

行事名 進路学習（よのなか教室第３回） 分類・時数 総合的な学習の時間 ２時間

期 日 平成２７年 ７月１４日（火） 場 所 ９年教室・多目的室・図書室
時間帯 ５・６校時

参加生徒 第９学年 （１０１名） （ １グループ ２０名程度に講話）

目的 日向市の「よのなか教室」の授業に参加することで、生徒たちのキャリア能力を伸ばす。
（１）今中学校で学ぶことの大切さを知り、学習意欲を高め、「学力」を向上させる。
（２）地域の企業の仕事内容を知り、日向の良さや郷土の知識を深める。
（３）望ましい勤労観や社会人として必要な力を学び、将来について考える。

事前 講演者に対しての質問を考えさせておく。

内 容 留 意 事 項

１ 分科会（各教室等） ○ ５校時開終了後、各教室に移
動する。

実 （１） 生徒は、第１～第５のグループに別れ、
各教室に移動する。 ○ 話を聴く態度を事前に指導し

１４：１０～１４：２０ ておく。【学級担任】
施

（２） 講演者は、各教室に移動し講演する。 ○ 話の内容を記録させる。
１４：２０～１４：２５ ※学習記録（感想）用紙の準備

内 （３） 講演時間 １４：２５～１５：１０ 【岩﨑】
（講演者の話３０分・質疑応答１０分・お礼５分） ○ 最後は、教室参加者全員で

※生徒代表お礼のことば（各教室代表） お礼を行う。
容 ２ 休息 １５：１０～１５：２０

３ まとめ １５：２０～１６：００

○学級で学習記録の作成・まとめ学習

事後 ○進路学習で生かす。

備 ○ 講演者は５名です。各講演者は、各教室に分かれて、２０名程度の生徒に話をする
ことになります。各教室の準備を担当職員でお願いします。

○当日の準備・指導
考 講師等の接待、案内・・・校長室から各教室へ 【岩﨑・担当職員、生徒】

生徒移動・整列、学習記録成指導 【学級担任】
記録撮影 【岩﨑】

☆ 話の内容について（講話時間 ３０分 質疑応答 １０分 ）
※ 資格重要視ではないが、専門力を高めて仕事をすることについて理解を深める

① 現在の仕事に就くまでの経験。（中学校から）・・・・人生観
② 仕事の内容や仕事の喜びや苦労。 ・・・・勤労観
③ 仕事に必要な力（身につけておくべき事） ・・・・中学生に望むこと
【講演者一覧】
１（株）旭化成イーマテリアルズ ハイポア日向工場 管理室長 講師 田野 保和 さん
２ 日向市社会福祉協議会 総務課 総務係 主事補 講師 三樹 ちほみ さん
３（株）旭化成 人材・労務部 給与サービスセンター課長 講師 松林 敏行 さん
４（株）日向製錬所 総務部 人事・総務グループ 副主任 講師 近藤 大祐 さん
５ 書道家 講師 今村 桃代 さん
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Ｈ２７，７，２１

反省用紙（第３回よのなか教室）

１ 当日までの準備について
・ ある程度準備を進めても、当日はなんだかんだとバタバタしました。講師との密な打合せが

大切だと感じました。
・ 細部の詰めが甘かった。必ずだれかがやってくれるから、なんとか失敗せずに終わっている。

我々のイメージ、当事者意識を大切にしたい。また、反省を生かした計画をしたい。
（係り分担、駐車場確保・準備、時間の流れ 職員生徒の動き）

２ 講演について

➀ 準備等（事前の打ち合わせや機器等）
・ 機器に関して、事前に確認が必要。確実に使える機器を準備する。
・ 少し事前の指導であわてた。昼休みの準備やあいさつ、号令などは、３回目なので、

生徒がスムーズに動いていた。
・ 何を打ち合わせるか、ワークシートを作る必要がある。
・ 打合せをしていたが、当日の突然の変更があり、大変だった。対応できる内容なので、

なんとかクリアしたが、もっとしっかり打合せをすべきと感じた。

② 時間配分
・ ６時間目、書道の先生以外は、３０分ほど時間が残った。（感想を書く時間がとれた。）
・ ２時間計画は、後半に余裕が持てる。
・ 講演者の話を１回だけ聞くのはもったいないので、２回聞く流れはできないか。
・ 感想を書くだけでは、時間が余った。教室の片付けなど活動の工夫が必要。

③ 内容について
・ 話の内容が難しく、約１時間座って聞くのは大変だったと思う。生徒の態度は良かった。
・ 話が難解な部分もあったが、こういうのもあっていいのではないか。

３ 事前・事後の活動について
・ 講演後の活動は、感想を書くだけではもったいない。時間を考えた他の活動も取組と良い。

４ その他
・ ５組の生徒には、難しい話になつたかもしれない。他の講話や、活動はできないか。
・ ５組の生徒の選択コースに、配慮が必要と感じた。（話の内容が難しい）
・ コースは５つがベストだと思う。駐車場担当、案内など仕事分担で、人手不足を感じる。





1. ㈱旭化成イーマテリアルズ　田野 保和さん

2. 日向市社会福祉協議会　三樹 ちほみさん

3. ㈱旭化成　松林 敏行さん



4. ㈱日向製錬所　近藤 大祐さん

5. 書道家　今村 桃代さん












